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 暖
あたた

かい春
はる

が終
お

わり、梅雨
つ ゆ

の季節
き せ つ

となりました。運動会
うんどうかい

や体育
たいいく

祭
さい

が終
お

わり、６月
がつ

は水泳
すいえい

の授業
じゅぎょう

が

始
はじ

まりますね。梅雨
つ ゆ

の季節
き せ つ

は、朝
あさ

と晩
ばん

、日
ひ

によって気
き

温
おん

の差
さ

が大
おお

きく、体
たい

調
ちょう

を崩
くず

しやすくなりま

す。また、ジメジメとした湿
しつ

度
ど

の高
たか

い季
き

節
せつ

でもあるので、熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

にも気
き

を付
つ

けて過
す

ごしましょう。 

 

★歯
は

と口
くち

の健康
けんこう

を守
まも

ろう！ 

６月
がつ

は「歯
は

と口
くち

の健
けん

康
こう

週
しゅう

間
かん

」として歯
は

と口
くち

の健
けん

康
こう

意
い

識
しき

を高
たか

める期
き

間
かん

となっています。歯
は

みがきをして口
くち

の中
なか

をき

れいに保
たも

ったり、甘
あま

いものは控
ひか

えめにしたりすることで、

むし歯
むしば

の予防
よ ぼ う

につながります。 

 また、定
てい

期
き

的
てき

に歯
は

医
い

者
しゃ

に行
い

くことで、歯
は

や口
くち

の異
い

常
じょう

を

早
そう

期
き

に発
はっ

見
けん

できるだけでなく、口腔
こうくう

ケアの方法
ほうほう

もチェック

してもらえます。これから先
さき

もずっと使
つか

っていく歯
は

を大切
たいせつ

にしましょう。 

 

★清潔
せいけつ

な生活
せいかつ

をしよう！ 

 梅
つゆ

雨の時
じ

期
き

は、ジメジメとした気
き

候
こう

で寒
かん

暖
だん

差
さ

も大
おお

きい季
き

節
せつ

です。この時期
じ き

は、汗
あせ

をかきやすく 

皮
ひ

膚
ふ

や頭
とう

皮
ひ

がべた付
つ

きやすくなります。お風
ふ

呂
ろ

やシャワーで体
からだ

や髪
かみ

の毛
け

をしっかり洗
あら

い、きれい

な下
した

着
ぎ

や衣
い

類
るい

を着
き

て清
せい

潔
けつ

な体
からだ

を保
たも

ちましょう。また、手
て

洗
あら

いをした後
あと

は、きれいなハンカチで手
て

を

拭
ふ

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



***** ＜保護者の方へ＞ ************************************************************ 

 

◆ 健康相談を実施しています  ６月１２日（水）、7 月１０日（水） 午前中 

 

本校では毎月１回、精神科学校医による健康相談を行っています（予約制）。健康で落ち着いた学

校生活を送ることができるように、医学的な立場から助言をいただいています。相談を希望される

方は、担任または保健室までお知らせください。 

※８月の健康相談は夏季休業中で実施しておりませんので、御了承ください。 

精神科学校医：荻野 耕平先生（五
い

和
わ

貴
き

診療所） 

 

◆水泳学習について 

6月から全学年で水泳学習が始まります。以下の点について御協力をお願いします。 

・定期健康診断（内科検診・眼科検診等）を受け、必要な治療を終えた方がプールに入れます。 

→未受診の方・治療が必要な方には、個別にお知らせをしています。 

学校医または主治医で受診していただき、受診報告書（保護者による御記入）を御提出ください。 

・けがによる出血があると、プールに入れないことがあります。 

→防水シートで覆うなど、御協力をお願いいたします。 

・皮膚症状（アトピー性皮膚炎やニキビ、肌荒れなど）があり、お薬を塗っている方へ 

→プールに薬が流れ出てしまいますので、水泳の当日朝は塗り薬をつけずに登校してください。 

入水後に塗り薬をつける場合は、「おくすり依頼書」に記入のうえ、担任にお知らせください。 

 

◆プールで流行しやすい病気 

 夏の時期に流行し、プールで感染しやすい病気があります。 

 下のような症状がみられた場合は受診していただき、学校にお知らせください。 

 学校でもタオルの共用はせず、できる限り肌の接触を避けるようにいたします。 

 

 


